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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）アニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン界面活性
剤、およびそれらの混合物よりなる群から選択される０から９９重量％の界面活性剤物質
と、
　（２）液滴サイズが１０μｍ未満である構造化有効剤とを含む非固形個人用品組成物で
あって、
　構造化有効剤は、
　　（ａ）０．１から９９．９重量％の１つまたは複数の疎水性有効剤、またはそれらの
混合物と、
　　（ｂ）０．１から９９．９重量％の天然結晶性ワックスである構造化物質とを含み、
　　　但し、前記天然結晶性ワックスは、
　　　（ｉ）パラフィンワックスである石油系ワックス；
　　　（ｉｉ）動物蝋；および
　　　（ｉｉｉ）それらの混合物
　　　から成る群から選択され、
　前記構造化物質における結晶は、長さＡが、長さおよび幅Ｂを考慮した場合の２つの寸
法のうちの大きい方であると理解されるＡ／Ｂによって定められるアスペクト比が１より
大きく、
　前記構造化有効剤は、個別的に形成されて、残りの組成物と個別的に混合され、
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　前記構造化有効剤は、半溶融または固体の状態で、残りの組成物と混合される非固形個
人用品組成物。
【請求項２】
　前記構造化有効剤における前記有効剤は、シリコーン油、油脂、疎水性植物抽出物、高
級脂肪酸、高級アルコール、揮発性油、脂質、ビタミン、およびそれらの混合物よりなる
群から選択される請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記有効剤はひまわり種子油である請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記構造化有効剤は、有効剤と構造化剤とを構造化剤の溶融点より高い温度で混合させ
て、溶融液を形成した後で、前記溶融液を冷却するか、または前記溶融液を前記残りの組
成物と混合させることによって形成される請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　構造化有効剤は、残りの組成物に付与される際は、２５０Ｐａ－ｓ以下の粘度を有する
請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　１から７５％の界面活性剤を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　（２）構造化有効剤によって形成されるネットワークに取り込まれた、１つまたは複数
の追加的な構造化されていない有効剤が存在する請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　（２）構造化有効剤から分離された１つまたは複数の追加的な構造化されていない有効
剤を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　非固形個人用品組成物を形成する方法であって、
　非固形個人用品組成物は、
　（１）アニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン界面活性
剤、およびそれらの混合物よりなる群から選択される０から９９重量％の界面活性剤と、
　（２）液滴サイズが１０μｍ未満である構造化有効剤とを含み、
　構造化有効剤は、
　　（ａ）０．１から９９．９重量％の１つまたは複数の疎水性有効剤、またはそれらの
混合物と、
　　（ｂ）０．１から９９．９重量％の天然結晶性ワックスである構造化物質とを含み、
　　　但し、前記天然結晶性ワックスは、
　　　（ｉ）パラフィンワックスである石油系ワックス；
　　　（ｉｉ）動物蝋；および
　　　（ｉｉｉ）それらの混合物
　　　から成る群から選択され、
　前記構造化物質における結晶は、長さＡが、長さおよび幅Ｂを考慮した場合の２つの寸
法のうちの大きい方であると理解されるＡ／Ｂによって定められるアスペクト比が１より
大きく、
　前記構造化有効剤は、個別的に形成され、残りの組成物と個別的に混合され、
　（１）１つまたは複数の疎水性有効剤と構造化物質を混合するステップ、
　（２）場合によって撹拌しながら、前記構造化有効剤と残りの組成物を混合するステッ
プ、および
　（３）得られた混合物を場合によって室温まで冷却するステップを含む前記方法。
【請求項１０】
　個人用品組成物を皮膚または他の基質に付与するステップを含む、疎水性有効剤の付着
を向上させる方法であって、
　個人用品組成物は、
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　（１）０から９９重量％の界面活性剤と、
　（２）０．１から９０重量％の液滴サイズが１０μｍ未満である構造化有効剤とを含み
、
　構造化有効剤は、
　　（ａ）０．１から９９．９重量％の１つまたは複数の疎水性有効剤、またはそれらの
混合物と、
　　（ｂ）０．１から９９．９重量％の天然結晶性ワックスである構造化物質とを含み、
　　　但し、前記天然結晶性ワックスは、
　　　（ｉ）パラフィンワックスである石油系ワックス；
　　　（ｉｉ）動物蝋；および
　　　（ｉｉｉ）それらの混合物
　　　から成る群から選択され、
　前記構造化物質における結晶は、長さＡが、長さおよび幅Ｂを考慮した場合の２つの寸
法のうちの大きい方であると理解されるＡ／Ｂによって定められるアスペクト比が１より
大きく、
　前記構造化有効剤は、個別的に形成され、残りの組成物と個別的に混合される、前記方
法。
【請求項１１】
　個人用品組成物を皮膚または他の基質に塗布するステップを含む、滑らかな感触を与え
る方法であって、
　個人用品組成物は、
　（１）０から９９重量％の界面活性剤と、
　（２）０．１から９０重量％の液滴サイズが１０μｍ未満である構造化有効剤とを含み
、
　構造化有効剤は、
　　（ａ）０．１から９９．９重量％の１つまたは複数の疎水性有効剤、またはそれらの
混合物と、
　　（ｂ）０．１から９９．９重量％の天然結晶性ワックスである構造化物質とを含み、
　　　但し、前記天然結晶性ワックスは、
　　　（ｉ）パラフィンワックスである石油系ワックス；
　　　（ｉｉ）動物蝋；および
　　　（ｉｉｉ）それらの混合物
　　　から成る群から選択され、
　前記構造化物質における結晶は、長さＡが、長さおよび幅Ｂを考慮した場合の２つの寸
法のうちの大きい方であると理解されるＡ／Ｂによって定められるアスペクト比が１より
大きく、
　前記構造化有効剤は、個別的に形成され、残りの組成物と個別的に混合される、前記方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非棒状個人用品組成物（例えば液体石鹸、クリーム、エマルジョンなど）か
らの疎水性有効剤、例えば加湿油の送達を（例えば付着の向上により）向上させるように
設計された構造化予備混合物または「送達媒体」を含む。構造化有効剤組成物を個別的に
調製し、個人用品組成物と混合させると（好ましくは、構造化されている間は、予備混合
物組成物は、溶融または液体の状態にあるが、半溶融または固体の状態であってもよい）
、有効剤の送達を高める非棒状個人用品組成物が提供される。
【０００２】
　構造化される有効剤が送達の向上の恩恵を受けるばかりでなく、組成物中に個別的に見
いだされる（例えば構造化有効剤によって形成されたネットワーク内に取り込まれるか、
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または予備混合物の一部としてではなく個別的に付与された）有効剤も送達を向上させう
ることに留意されたい。分離可能で、必ずしも独立的に構造化されていない（かつ予備混
合物とともに付与されない場合は、本発明に定められるように構造化されない）有効剤を
他の疎水性有効剤（例えば香料、光沢向上有効剤、皮膚軟化剤）、または疎水性有効剤（
例えばグリセロール）とすることもできる。
【背景技術】
【０００３】
　疎水性有効剤（例えば油）は、加湿および／または調湿利得を皮膚または髪に提供する
ことができる。しかし、現在では、個人用品組成物、特に対人液体洗浄剤などの洗浄液体
製品から高レベルな付着性を達成することは極めて困難である。
【０００４】
　本願および同時係属出願は皮膚浄化個人用品用語を用いて記載されているが、有効剤の
付着が望ましい他の様々な組成物（例えば髪、脱臭剤）に構造化有効剤を使用できる程度
まで、請求項は、拡大して読まれ、構造化組成物にのみ限定されるものとする。
【０００５】
　具体的には、出願人は、一定の「構造化」有効剤（例えば油および他の疎水性有効剤）
を使用すると、それらが構造化している有効剤に対する所謂送達媒体として作用し、本発
明の特定の構造化を伴わずに送達される有効剤、または他の構造化有効剤を使用しない最
終組成物に使用される他の有効剤に比べて、多くの利得をもたらすことを思いがけず見い
だした。本発明によれば、構造化されている有効剤と構造化物質（例えば結晶性ワックス
）とは別の成分であるのが好ましい。
【０００６】
　特定の１つまたは複数の結晶性構造化剤を特定的に（すなわち、結晶が特定的に指定さ
れたアスペクト比を有するように）選択することにより、また記載した方法で構造化有効
剤を予備混合物として個別的に調製する（すなわち、個別的に調製し、溶融、または半溶
融または固体の状態で製品に導入する）ことによって、有効剤構造化剤媒体（すなわち構
造化有効剤媒体）は、付着性を向上させるとともに、所望の使用中および使用後の感覚的
特質（例えば滑らかな皮膚感触）を提供する。
【０００７】
　言及したように、当該構造化有効剤は、また、他の有効剤の付着を、それらが同一の予
備混合物に使用されても（それらが個別的に構造化されているか、またはネットワークに
取り込まれているかは不明であるが、結果は同じである）、他の組成物成分とともに個別
的に付与されても促進させる。
【０００８】
　具体的には、本発明は、天然および合成結晶性構造化物質（例えばワックス）よりなる
群から選択される１つまたは複数の構造化剤によって構造化され、構造化有効剤媒体を非
棒状個人用品組成物と混合する前に個別的に調製すると、最終組成物は、基質に対する有
効剤の付着性が、有効剤が構造化されずに付与された場合、または最終配合物において構
造化有効剤の存在下にない場合に得られる付着性のレベルより少なくとも５％、好ましく
は少なくとも１０％、そしてしばしばはるかに高いレベルまで高められる１つまたは複数
の疎水性有効剤の使用法に関する。一実施形態において、有効剤は油であり、構造化有効
剤は、（例において詳述するプロトコルに従って測定した場合に）約６０μｇ／ｃｍ２を
上回る付着性を提供する。付着性が大きな有効剤液滴サイズ（例えば、５０マイクロメー
タを超える液滴の平均直径）に依存する従来技術の出典とは異なり、主題の発明の付着結
果は、大きな液滴サイズを必要とせず、サイズに左右されることもない。構造化有効剤は
、個別的に付与された疎水性または親水性の有効剤の付着性をも高める。
【０００９】
　有効剤構造化剤として使用できる天然結晶性ワックスの中には、パラフィンおよび微結
晶性ワックスなどの石油誘導ワックス、ならびに動物および植物蝋が含まれる。使用でき
る合成結晶性ワックスの中には、ポリエチレンなどの結晶性重合体が含まれる。
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【００１０】
　いくつかの従来技術の出典は、付着性を向上させ、または良好な感触を提供するのに使
用される油または油配合物を選択するための流体力学的パラメータを用いるとしている。
【００１１】
　例えば、米国特許第５，６７４，５１１号（Ｋａｃｈｅｒ他）には、付着性を向上させ
、良好な感触を提供するために浄化配合物を加湿するのに使用できる有効剤（すなわち油
または油配合物）を選択するための溶解性パラメータ、および４つの流体力学的パラメー
タが記載されている。ペトロラタムおよびペトロラタム含有混合物は、良好な選択肢であ
ると言われている。その出典は、有効剤のなかに変形可能な結晶のネットワークを構築す
ることや、どの結晶が特定のアスペクト比を有すべきであるかということを教示または示
唆していない。Ｋａｃｈｅｒの出典は、構造化有効剤を溶融、半溶融または固体の状態で
組成物内の他の成分と混合できることを教示または示唆していない。また、それには、主
題の発明により好ましいとされる個別的な有効剤および構造化剤が記載されていない（す
なわち、主題の発明では、ペトロラタムを使用する場合は、それ自体が構造化有効剤を含
むのではなく、他の有効剤を構造化する構造化剤として使用されるのが好ましい）。一言
で言えば、Ｋａｃｈｅｒの有効剤（例えば油）は、個別的に調製され、構造化剤が既定の
アスペクト比を有する本発明の組成物に使用されるもののような内的に構造化された送達
媒体ではないことが明確である。
【００１２】
　いくつかの従来技術の出典には、油を濃縮し、または安定化させることができる油添加
剤の概念が広く開示されている。しかし、それらは、（溶融、半溶融または固体状態で付
与され、担持組成物と混合された）予備混合物／送達媒体として疎水性有効剤と合わせて
調製すると、（少なくとも５％）付着性を向上させ、かつ／または感覚的利得を向上させ
ることを教示または開示していない。さらに、付着性が有効剤の大きな液滴サイズの関数
として開示されているこれらの出典とは対照的に、主題の発明では、当該大きな液滴サイ
ズの要件とは無関係に付着が生じる。
【００１３】
　例えば、米国特許第５，８０４，５４０号（Ｔｓａｕｒ他）および米国特許第５，６６
１，１８９号（Ｇｒｉｅｖｅｓｏｎ）には、油滴サイズを制御するとともに（すなわち、
付着のために一定の最小サイズを達成しなければならない）、高度な泡立ちを維持するた
めに低濃度油を濃縮するために結晶または微結晶ワックスと疎水性重合体の両方を使用す
ることが開示されている。しかし、既に言及したように、結晶性構造（アスペクト比）の
重要性、または濃縮された有効剤を個別的に調製し、溶融もしくは半溶融状態で付与すべ
きことについて述べられていない。さらに、言及したように、（主題の発明の場合のよう
に）濃縮剤は天然または合成結晶性構造化物質であるべきことが重要であること、あるい
は大きな液滴サイズを必要とすることなく付着が生じることが認識されていない。実際、
これらの発明に主張されている好ましい濃縮物質は、我々の発明に取り入れられても、低
粘度油の付着性を極めてわずかしか向上させない。
【００１４】
　２００１年５月１７日に出願された米国特許同時係属出願第０９／８５９，８６２号（
Ａｒｏｎｓｏｎ他）（発明の名称「湿り皮膚処理組成物（Ｗｅｔ－Ｓｋｉｎ　ｔｒｅａｔ
ｍｅｎｔ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）」）、および０９／８５９，８４９号（Ａｒｏｎｓ
ｏｎ他）（発明の名称「湿り皮膚処理組成物を使用した湿り増強または乾燥低減方法（Ｍ
ｅｔｈｏｄ　ｏｆ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｍｏｉｓｔｕｒｅ　ｏｒ　Ｒｅｄｕｃｅｄ　ｄｒ
ｙｉｎｇ　Ｕｓｉｎｇ　ｗｅｔ－Ｓｋｉｎ　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏ
ｎ）」）には、不活気感を提供する有効剤が開示されている。しかし、特定のアスペクト
比の結晶性物質を備えた有効剤の使用、またはそれを製造する方法についての教示または
開示がない。
【００１５】
　出願人が知る限り、特定のアスペクト比を有し、有効剤（例えばひまわり種子油などの
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皮膚栄養剤）の付着性を向上させる予備混合物として調製された天然または合成結晶性構
造化剤（例えばワックス）の使用を実証する従来技術は存在しない。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　よって、本発明は、非棒状対人洗浄または個人用品組成物（液体石鹸、クリーム、エマ
ルジョンを含み、また髪、脱臭剤、または有効剤送達の向上が望まれる他の組成物を含む
）に関し、好ましくは、
　（１）０から９９重量％、好ましくは１から７５重量％、より好ましくは３から７０重
量％の界面活性剤と、
　（２）０．１から９０％の有効剤送達媒体（構造化有効剤）とを含み、
　　　（ａ）０．１から９９．９重量％、好ましくは０．５から９９．５重量％、より好
ましくは１から９９重量％の構造化送達媒体が、１つまたは複数の有効剤、またはそれら
の混合物を含み、
　　　（ｂ）９９．９から０．１重量％、好ましくは９９．５から０．５重量％の構造化
送達媒体が、天然および合成物質（例えばワックス）よりなる群から選択される１つまた
は複数の結晶性構造化剤を含む、有効剤（例えば油）送達用構造化有効剤を含む液体組成
物に関する。天然結晶性ワックスの中には、石油誘導ワックス（パラフィン、微結晶性ワ
ックス）、動物蝋および植物蝋が含まれる。合成結晶性ワックスの中には、例えばポリエ
チレンなどの結晶性重合体、および天然ワックスの合成誘導体が含まれ、結晶性構造化剤
（例えばワックス）の結晶は、結晶の幅Ｂに対する長さＡの比がＡ／Ｂ＞１になるような
アスペクトまたは軸比を有する。長さは、長さと幅の両方を考慮した場合に２つの寸法の
うちの大きい方であると理解される。
【００１７】
　前記予備混合物（構造化有効剤組成物）が個別的に調製され、担持組成物（すなわち界
面活性剤含有、または界面活性剤比含有非棒状対人組成物）と適切に混合され、有効剤を
基質に送達するのに構造化有効剤が使用される場合は、前記組成物は、有効剤が構造化さ
れなかった場合、または有効剤が構造化有効剤の存在下になかった場合の最終組成物によ
る付着性のレベルに比べて、有効剤の付着性が約５％、好ましくは１０％高められる。一
実施形態において、有効剤は油で、付着性は６０μｇ／ｃｍ２を上回る。構造化有効剤予
備混合物は、勿論一般的には溶融または半溶融状態になる担持組成物に付与できるように
十分に注入可能であることが好ましい。しかし、注入可能でなくても付与できることを理
解すべきである。有効剤の付着性は、大きな液滴サイズに依存しない（すなわち液滴が小
さくても大きくてもよい）。
【００１８】
　構造化有効剤を使用すると、独立的に構造化できない（例えばネットワークに取り込む
ことができる）、または予備混合物の一部としてではなく個別的に付与できる予備混合物
の有効剤の送達も向上する。
【００１９】
　言及したように、本発明の構造化有効剤または送達媒体は、非棒状、好ましくは液体の
個人用品組成物（例えば髪や脱臭剤を含む）に使用することができる。該組成物は、典型
的には、（ａ）アニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤、両性／双性界面活性剤、カチ
オン界面活性剤、およびそれらの混合物を含む０から９９％、好ましくは１から７５％の
界面活性剤系と、（ｂ）既に規定した０．１から９０重量％、好ましくは０．５から８０
重量％、より好ましくは１から４０重量％の構造化有効剤送達媒体とを含むことになる。
【００２０】
　本発明の他の態様において、本発明は、
　（１）有効剤の予備混合物および構造化剤が、必須ではないが好ましくは、流動可能で
流入するように（例えば２５０Ｐａ－ｓ未満、より好ましくは２００Ｐａ－ｓ未満、より
好ましくは１００Ｐａ－ｓ未満の粘度を有するように）、処理条件（例えば十分高い温度
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）で１つまたは複数の疎水性有効剤と結晶性構造化剤を混合するステップ、
　（２）前記個別的に調製された予備混合物と担持組成物を好ましくは撹拌によって混合
するステップ、および
　（３）必要な場合は、混合物が加熱された他面、得られた混合物を室温まで冷却するス
テップを含む、既に言及した送達媒体を含む非棒状、好ましくは液体の個人用品組成物を
形成する方法を含む。
【００２１】
　他の実施形態において、本発明は、
　（ａ）０から９９％の界面活性剤と、
　（ｂ）（ｉ）０．１から９９重量％の構造化有効剤媒体が、１つまたは複数の有効剤、
またはそれらの混合物を含み、
　　　　（ｉｉ）０．１から９９．９重量％の構造化有効剤媒体が、既に言及したように
選択された結晶性構造化剤を含む０．１から９０％の有効剤送達媒体とを含む個人用品洗
浄剤を塗布するステップを含む、有効剤の付着性を向上させ、滑らかな皮膚感触を提供す
る方法を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明は、それを調製するのに使用される結晶の構造（例えば、結晶性構造化剤のアス
ペクト比）により、またその調製方法（個別的調製）により、１つまたは複数の構造化有
効剤組成物を該組成物から皮膚または他の基質により効率的に付着させることを可能にす
る特定の特性（例えば降伏応力や剪断減粘）を有する構造化有効剤組成物を形成する構造
化有効剤送達媒体組成物を含む非棒状、好ましくは液体の個人用品組成物（言及したよう
に、髪および脱臭剤組成物を含むが、それらに限定されない、望ましく付着する有効剤を
取り入れた任意の組成物を含むことができる）に関する。さらに、該構造化有効剤を使用
すると、（取り込まれた、または独立に付与される）予備混合物における他の有効剤、な
らびに個別的に付与される組成物における有効剤の付着性を向上させることが可能になる
。
【００２３】
　降伏応力パラメータは、１から５０００Ｐａ以上、およびそこに含められるすべての範
囲（図１）とすることができ、剪断減粘パラメータは低剪断率（０．１／秒）における２
０００Ｐａ－ｓ（またはそれ以上）（すなわち、図２のＹ軸に見られるように１０００か
ら１０，０００Ｐａ－ｓの粘度）から高剪断率（１００／秒）における０．１Ｐａ－ｓ（
またはそれ以下）とすることができる（再び図２を参照のこと）。降伏応力および剪断減
粘パラメータ／範囲は、ともに有効剤に付与される有効剤構造化剤の量に依存する。
【００２４】
　構造化有効剤を構造化するのに特定の結晶性物質を使用するとき、また本発明の方法を
用いるときは、構造化有効剤媒体を含有する最終組成物は、疎水性有効剤を皮膚または基
質にはるかに高い効率性レベルで、すなわち構造化有効剤を使用しない場合より少なくと
も５％高いレベルで送達する。さらに、当該付着性は、担持組成物（例えば液体石鹸）に
おける構造化有効剤液滴の大きな液滴サイズに依存しない。それにより、予備混合物中に
存在するか個別的に付与されるかにかかわらず、他の有効剤の付着性を向上させることも
できる。
【００２５】
　主題の発明の「構造化」有効剤（例えば油）は、少なくとも一部に構造化有効剤が最終
組成物からより効率的に有効剤を送達する能力を定める一定の物理特性を有する皮膚軟化
剤に想定することができる。
【００２６】
　より具体的には、結晶性ワックスが有効剤を構成するときは、有効剤相の結晶は、板状
結晶に対しては「砂上の楼閣（ｈｏｕｓｅ　ｏｆ　ｃａｒｄｓ）」のように、あるいは結
晶性構造化剤が棒／針形態を有する場合は、おそらく枠組構造により近い形で相互作用し
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ているように見える固形ネットワークを形成するものと考えられる。結晶は、理論に縛ら
れることを望まなければ、ワックス構造化有効剤を、例えば単に濃縮された有効剤以上の
ものにすると考えられる三次元の支持ネットワークを形成する（図４を参照のこと）。結
晶性構造は、通常は流体の有効剤（例えば植物油または他の油）を、有効剤付着性に対し
て良好な流動および拡散特性を有する固体状物質に変化させる。構造化剤（例えばワック
ス）の選択および構造化剤含有量の計算を通じて、所望の流体力学的パラメータを満たす
ように構造化有効剤を調整することができる。本発明の重要な部分は、この三次元ネット
ワークを形成する結晶が、Ａ／Ｂ＞１となるような長さと幅（それぞれＡとＢ）のアスペ
クトまたは軸比を有していなければならないことである。結晶のこのアスペクト比が、構
造化有効剤の付着性を向上させるものと考えられる（図３を参照のこと）。長さは、長さ
および幅を考慮した場合にその２つの寸法のうちの大きい方であると理解される。
【００２７】
　本発明の構造化有効剤は、有効剤が構造化されていない場合より、非棒状洗浄剤からよ
り良好に付着することが確認された。再び、理論に縛られることを望まずに、表面に対す
る構造化有効剤の親和性が、構造化するのに使用される結晶の特性（例えばアスペクト比
）に関連する直接的な送達によって付着が生じるものと考えられる。
【００２８】
　構造化有効剤は、構造化される有効剤、および「構造」を形成する結晶性構造化剤を、
構造化有効剤が使用されることになる担持組成物に付与する前に混合するという本発明の
重要な態様であるため、予備混合物と見なされうる。この意味において、予備混合物また
は構造化有効剤は、有効剤送達用媒体として作用している。一方、構造化有効剤は、（例
えば予備混合物に他の有効剤が存在する場合は）構造化有効剤によって形成されたネット
ワークにこれらの有効剤を取り込むことによって、あるいは他の有効剤が予備混合物から
分離した組成物に個別的に付与される場合であっても、他の有効剤の付着性を向上させる
こともできる。
【００２９】
　構造化有効剤媒体は、具体的には、
　（ａ）１つまたは複数の有効剤、またはそれらの混合物を含む０．１から９９．５重量
％、好ましくは０．５から９９．５重量％の（ここに含められるすべての範囲を含む）媒
体と、
　（ｂ）天然および合成結晶性物質（例えばワックス）よりなる群から選択される結晶性
構造化剤を含む０．１から９９．９重量％、好ましくは０．５から９９．５重量％の（こ
こに含められるすべての範囲を含む）媒体とを含む。
【００３０】
　有効剤
　主題の発明の有効剤は単一の有効剤成分であってもよい。さらに、有効剤は、その１つ
またはすべてが有益な側面を有することができる２つまたはそれ以上の成分の混合物であ
ってもよい。
【００３１】
　言及したように、構造化によるものであるか、またはネットワークに取り込まれている
ためであるかが明確でなくても、個別的な有効剤も付着性を向上することができる。さら
に、構造化有効剤は、個別的に付与される有効剤の付着性を向上させることができる（例
えば、親水性有効剤の付着性の工場に関連する、参照により本明細書に組み込まれている
出願人の同時係属出願を参照のこと）。
【００３２】
　有効剤は、皮膚軟化剤、加湿剤、抗老化剤、消炎剤、皮膚調色剤、皮膚淡色化剤、日焼
け止め、芳香剤などでありうる。
【００３３】
　有効剤の好ましいリストには以下の物質が含まれる。
【００３４】



(9) JP 4810070 B2 2011.11.9

10

20

30

40

50

　（ａ）シリコーン油、樹脂、および直鎖状および環状ポリジメチルシロキサンなどのそ
れらの改質物質；アミノ、アルキルアルキルアリルおよびアリルシリコーン油；
　（ｂ）ホホバ油、大豆、ひまわり種子油、米ぬか油、アボカド油、アーモンド油、オリ
ーブ油、ゴマ油、ひまし油、ココナッツ油、ミンク油などの天然油脂を含む油脂；牛脂、
ラード；前述の油に水素添加することによって得られる硬化油；ならびにミリスチン酸グ
リセリドおよび２－エチルヘキサン酸グリセリドなどの合成モノ、ジおよびトリグリセリ
ド；
　（ｃ）カルナウバ、鯨蝋、蜜蝋、ラノリン、およびそれらの誘導体などのワックス；
　（ｄ）疎水性植物抽出物；
　（ｅ）液体パラフィン、ペトロラタム、ワセリン、微結晶性ワックス、セレシン、スク
アレン、プリスタン、パラフィンワックスおよび鉱油などの炭化水素；
　（ｆ）ベヘン酸、オレイン酸、リノレン酸、ラノリン酸、イソステアリン酸、ポリ不飽
和脂肪酸（ＰＵＦＡ）などの高級脂肪酸；
　（ｇ）ラウリル、セチル、ステアリル、オレイル、ベヘニル、コレステロールおよび２
－ヘキシデカノールアルコールなどの高級アルコール；
　（ｈ）オクタン酸セチル、乳酸ミリスチル、ニュウサンセチル、ミリスチン酸イソプロ
ピル、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル
、アジピン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、オレイン酸デシル、イソステアリン酸
コレステロール、モノステアリンサングリセロール、ジステアリン酸グリセロール、トリ
ステアリン酸グリセロール、乳酸アルキル、クエン酸アルキルおよび酒石酸アルキルなど
のエステル；
　（ｉ）ハッカ、ジャスミン、ショウノウ、米檜、苦橙皮、リュー、ターペンタイン、シ
ナモン、ベルガモット、陳皮、菖蒲、松、ラベンダ、月桂樹、クローヴ、ヒバ、ユーカリ
ノキ、レモン、スターフラワ、タイム、ペパーミント、バラ、セージ、メントール、シネ
オール、オイゲノール、シトラール、シトリネル、ボルネオール、リナロール、ゲラニオ
ール、マツヨイグサ、樟脳、チモール、スピラントール、ペネン、リモネンおよびテルペ
ノイド油などの揮発性油；
　（ｊ）コレステロール、セラミド、ショ糖エステル、および欧州特許第５５６，９５７
号明細書に記載されている疑似セラミドなどの脂質；
　（ｋ）ビタミンＡおよびＥ、ならびにビタミンＣアルキルエステルを含むビタミンアル
キルエステルなどのビタミン；
　（ｌ）オクチルメトキシルシンナメート（Ｐａｒｓｏｌ　ＭＣＸ）オクトクリレン（２
－エチルヘキシル　２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート）、サリチル酸オクチ
ル（２エチルヘキシルサリシレート）、ベンゾフェノン－３（２－ヒドロキシ－４－メト
キシベンゾフェノン）、およびアボベンゾン（４－ｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾ
イルメタン）（これらは単に例である）などの日焼け止め；
　（ｍ）リン脂質
　（ｎ）光学的効果を提供するのに利用できる、広範囲な形状、表面特性および硬度特性
を有する粒子。無機、有機、天然および合成源を起源とする粒子を含む広範囲な物質から
水不溶性粒子を導くことができる。これらの物質の非限定的な例としては、アーモンドミ
ール、アルミナ、酸化アルミニウム、二酸化チタン、雲母、被覆雲母、ステアリン酸ナト
リウム、ステアリン酸、ステアリン酸亜鉛、ケイ酸アルミニウム、アンズ種子粉、アタパ
ルジャイト、大麦粉、オキシ塩化ビスマス、窒化ボロン、炭化カルシウム、リン酸カルシ
ウム、ピロリン酸カルシウム、硫酸カルシウム、セルロース、白墨、キチン、白土、トウ
モロコシ穂軸ミール、トウモロコシ穂軸粉、トウモロコシ粉、トウモロコシミール、コー
ンスターチ、珪藻土、リン酸二カルシウム、リン酸二カルシウム二水和物、フラー土、ケ
イ酸、水酸化アパタイト、酸化鉄、ホホバ種子粉、カオリン、ヘチマ、三ケイ酸マグネシ
ウム、雲母、微結晶性セルロース、モンモリロナイト、オート麦糠、オート麦粉、オート
ミール、ピーチピット粉、ペカン殻粉、ポリブチレン、ポリエチレン、ポリイソブチレン
、ポリメチルスチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリウレタン、ナイロン、テフ
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ロン（すなわちポリテトラフルオロエチレン）、ポリハロゲン化オレフィン、軽石米糠、
ライ麦粉、絹雲母、シリカ、絹二炭酸ナトリウム、ケイ酸アルミン酸ナトリウム、大豆粉
合成ヘクトライト、タルク、酸化錫、二酸化チタン、リン酸三カルシウム、クルミ殻粉、
小麦糠、小麦粉、小麦デンプン、ケイ酸ジルコニウム、およびそれらの混合物よりなる群
から選択される物質が挙げられる。ポリエチレン／ポリプロピレン共重合体、ポリエチレ
ン／プロピレン／イソブチレン共重合体、ポリエチレン／スチレン共重合体などの混合重
合体（例えば共重合体、三元共重合体など）から構成された微結晶も有用である。
【００３５】
　（ｏ）アルファヒドロキシ酸およびエステル、ベータヒドロキシ酸およびエステル、ポ
リヒドロキシ酸およびエステル、コウジ酸およびエステル、フェルラ酸およびフェルレー
ト誘導体、バニリン酸およびエステル、（セバシン酸およびアゾレン酸などの）ジオン酸
およびエステル、レチノール、レチナール、レチニルエステル、ヒドロキノン、ｔ－ブチ
ルヒドロキノン、桑抽出物、甘草抽出物、ならびにレソルシノール誘導体などの抗老化、
しわ抑制、皮膚増白、抗座瘡および皮脂抑制剤；
　（ｐ）アセトアニソール；アミルアセテート；アニス酸アルデヒド；アニソール；アニ
シルアルコール；ベンズアルデヒド；ベンジルアセテート；ベンジルアセトン；ベンジル
アルコール；ベンジルホルメート；ヘキセノール；ラエボカルベオール；ｄ－カルボン；
シンナムアルデヒド；シンナムアルコール；シンナミルアセテート；シンナミルホルメー
ト；シス－３－ヘキセニルアセテート；Ｃｙｃｌａｌ　Ｃ（２，４－ジメチル－３－シク
ロヘキセン－１－カルバルデヒド）；ジヒドロキシインドール；ジメチルベンジルカルビ
ノール；エチルアセテート；エチルアセトアセテート；エチルブタノエート；エチルブチ
レート；エチルバニリン；トリシクロデセニルプロピオネート；フルフラール；ヘキサノ
ール；ヘキセノール；ヒドラトロピックアルコール；ヒドロキシシトロネラール；インド
ール；イソアミルアルコール；イソプレジルアセテート；イソキノリン；リガストラル；
リナロールオキシド；メチルアセトフェノン；メチルアミルケトン；メチルアントラニレ
ート；メチルベンゾエート；メチルベンジルアセテート；メチルヘプタノン；メチルケプ
チルケトン；メチルフェニルカルビニルアセテート；メチルサリシレート；オクタラクト
ン；パラクレゾール；パラメトキシアセトフェノン；パラメチルアセトフェノン；フェネ
チルアルコール；フェノキシエタノール；フェニルアセトアルデヒド；フェニルエチルア
セテート；フェニルエチルアルコール；プレニルアセテート；プロピルブチレート；サフ
ロール；バニリン；ビリジン、アリルカプロエート、アリルヘプトエート、アニソール、
カンフェン、カルバクロール、カルボン、シトラール、シトロネラール、シトロネロール
、シトネリルアセテート、シトロネリルニトリル、クマリン、シクロヘキシルエチルアセ
テート、ｐ－サイメン、デカナール、ジヒドロミルセノール、ジヒドロミルセニルアセテ
ート、ジメチルオクタノール、エチリナロール、エチルヘキシルケトン、オイカリプトー
ル、フェンキルアセテート、ゲラニオール、ゲルニルフォーメート、ヘキセニルイソブチ
レート、ヘキシルアセテート、ヘキシルネオペンタノエート、ヘプタナール、イソボルニ
ルアセテート、イソオイゲノール、イソメントン、イソノニルアセテート、イソノニルア
ルコール、イソメントール、イソプレゴール、リモネン、リナロール、リナリルアセテー
ト、メンチルアセテート、メチルシャビコール、メチルオクチルアセトアルデヒド、ミル
セン、ネフタレン、ネロール、ネラール、ノナナール、２－ノナノン、ノニルアセテート
、オクタノール、オクタノール、α－ピネン、β－ピネン、ローズオキシド、α－テルピ
ネン、γ－テルピネン、α－テルピネノール、テルピノレン、テルピニルアセテート、テ
トラヒドロリナロール、テトラヒドロミルセノール、ウンデセナール、ベラトロール、ベ
ルドックス、アリルシクロヘキサンプロピオネート、アンブレトリド、Ａｍｂｒｏｘ　Ｄ
Ｌ（ドデカヒドロ－３ａ，６，６，９ａ－テトラメチル－ナフトール［２，１－ｂ］フラ
ン）、アミルベンゾエート、アミルシンナメート、アミルシンナミンアルデヒド、アミル
サリシレート、アネソール、オーランチオール、ベンゾフェノン、ベンジルブチレート、
ベンジルイソバレレート、ベンジルサリシレート、カジネン、カンピルシクロヘキサール
、セドロン、セドリルアセテート、シンナミルシンナメート、シトロネリルイソブチレー
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ト、シトロネリルプロピオネート、クミンアルデヒド、シクロヘキシルサリシレート、シ
クラメンアルデヒド、ジヒドロイソジャモネート、ジフェニルメタン、ジフェニルオキシ
ド、ドデカナール、ドデカラクトン、エチレンブラシレート、エチルメチルフェニルグリ
シデート、エチルウンデシレネート、エキサルトリド、Ｇａｌｏｘｉｌｉｄｅ（商標）（
１，３，４，６，７，８－ヘキシドロ，４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－シクロ
ペンタ－γ－２－ベンゾピラン）、ゲラニルアセテート、ゲラニルイソブチレート、ヘキ
サデカノリド、ヘキセニルサリシレート、ヘキシルシナミンアルデヒド、ヘキシルサリシ
レート、α－イオノン、β－イオノン、γ－イオノン、α－イロン、イソブチルベンゾエ
ート、イソブチルキノリン、ｌｓｏ　Ｅ　Ｓｕｐｅｒ（商標）（７－アセトル，１，２，
３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ，１，１，６，７－テトラメチルナフタレン）、
シス－ジャスモン、リリアール、リナリルベンゾエート、２０メトキシナフタリン、メチ
ルシンナメート、メチルオイゲノール、γ－メチルイオネート、メチルリノレート、メチ
ルリノレネート、ジャコウインダノン、ジャコウケトン、ジャコウチベチン、ミリスチシ
ン、ネリルアセテート、δ－ノナラクトン、γ－ノナラクトン、パッチュリアルコール、
ファントリド、フェニルエチルベンゾエート、フェニルエチルフェニルアセテート、フェ
ニルヘプタノール、フェニルヘキサノール、α－サンタロール、シベトリド、トナリド、
δ－ウンデカラクトン、γ－ウンデカラクトン、ベルテネクス、ベチベリルアセテート、
ヤラ－ヤラ、イランゲンを含む芳香族分子；および
　（ｑ）先述の有効剤のいずれかの混合物。
【００３６】
　上記物質が疎水性である限り、それらは予備混合物の一部として送達される（おそらく
は、必ずしもそうとは限らないが、構造化される。すなわち、少なくとも１つの疎水性有
効剤が構造化されるが、他は有効剤ネットワークに取り込まれていてもよい）。上記リス
トに記載されていないが、親水性有効剤が、予備混合物の構造化有効剤ネットワークに取
り込まれていてもよく、または予備混合物の外部に個別的に付与されていてもよい。これ
は、例えば、参照により主題の出願に組み込まれている親水性有効剤に関する出願人の同
時係属出願に述べられている。
【００３７】
　天然または合成結晶性構造化剤
　主題の発明の有効剤油または皮膚軟化剤を構造化するのに使用される結晶性構造化剤は
、天然または合成結晶性ワックスであってもよい。ミネラルワックス、動物蝋または植物
蝋はすべて天然ワックスとして記述される。合成ワックスは、原料から合成的に重合され
たワックス、または化学的に改質された天然ワックスとして記述される。
【００３８】
　使用できる天然結晶性ワックスとしては、パラフィンなどの石油系ワックス、および微
結晶性ワックスがある。化学的には、微結晶（ＭＣ）ワックスとパラフィンワックスは、
長い飽和炭化水素鎖から構成され、極めて類似している。両タイプのワックスは、原油か
ら分離され、ＭＣワックスは典型的にはより大きい分子量を有する。パラフィンワックス
は、冷却および濾過による精製工程時に、原油の沸騰留分から抽出される。ワックス中の
残留油を除去するスウェッティング工程後に、得られるワックスは、典型的には０．５％
未満の油を有する。ほとんどの場合は溶融点が異なる様々なグレードを得ることができる
。一般に、パラフィンワックスは無色または白色で、透明である。パラフィンワックスは
、ほとんどの場合は鎖の末端付近で枝分かれしている少量の分枝分子を有する直鎖分子か
ら主に構成されている。長い直鎖を有するために、パラフィンワックスは、長い完全形成
結晶を有している。パラフィンワックスの分子量は、一般には３６０から４２０（２６か
ら３０の炭素原子）の範囲にあるが、より長い鎖（６００までの分子量）を有する変種も
得ることができる。典型的な溶融点は、５２から５７℃（１２６から１３４°Ｆ）で、高
分子量の変種は、７７℃（１７０°Ｆ）付近に溶融点を有する。パラフィンワックスは脆
く、油を加えると構造が弱くなる（引張強度が低下する）。
【００３９】
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　微結晶性ワックス（ＭＣ）は、物理特性、鎖状構造および長さ、ならびに製造工程がパ
ラフィンワックスと異なる。ＭＣワックスは、パラフィンワックスより強く、より柔軟で
、より高い引張強度および溶融点を有する。ＭＣワックスは、付与するとワックスの可塑
性を高める油に対して高い親和性を有する。ＭＣワックスは、分解せずに蒸留することが
できないため、有機溶媒による再結晶および遠心分離を含む脱ワックス工程によって、原
油の残留蒸留分から分離される。油含有量は、グレードにより異なるが、通常約２から１
２％である。ＭＣワックスは、ほとんどの場合は、いくつかの直鎖を有する鎖に沿ってラ
ンダムに位置する分枝鎖分子を含む。典型的なよう融点は、６３から９１℃（１４５から
１９５°Ｆ）である。針入度が高いことは、ワックスが柔軟性を有することを示唆してい
るが、柔軟性は溶融点の関数ではない。
【００４０】
　モンタンワックス、亜炭ワックス、オソセライト、セレシン、ユタワックスおよびピー
とワックスなどの他のミネラルワックスも存在する。
【００４１】
　動物蝋は、ミツバチ、昆虫または鯨などから得ることができる。これらのワックスとし
ては、蜜蝋、中国蝋、セラック蝋、鯨蝋および羊毛蝋が挙げられるが、それらに限定され
ない。例えば動物蝋として分類される蜜蝋は、蜂の巣を作るためにミツバチによって分泌
される。該ワックスは、蜂の巣を溶融し、ワックスを濾別することによって収集される。
蜜蝋は、６１から６５℃付近に溶融点を有し、ほぼすべてのワックスおよび油と相溶性を
有する。
【００４２】
　植物蝋は、豆、葉および果実から誘導することができる。植物蝋としては、ベーベリ蝋
、カンデリラ蝋、カルナウバ蝋、木綿蝋、エスパルト蝋、モミ蝋、日本蝋、ウァリキュリ
蝋、ヤシ蝋、米糠油蝋、サトウキビ蝋、ウクフバ蝋およびココアバター蝋を挙げることが
できる。
【００４３】
　使用できる合成結晶性ワックスとしては、ポリエチレン、ポリメチレン、化学的改質ワ
ックス、重合アルファオレフィンおよび合成動物蝋などの結晶性重合体がある。例えば、
化学的に改質された蜜蝋であるシリコニル蜜蝋を使用できる。
【００４４】
　主題の発明により使用できる様々なワックスおよびそれらの特性のサンプルが表１に記
載されている。
【００４５】
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【表１】

【００４６】
　（例えば他の有効剤を構造化するのに使用される）本発明の他の構造化物質は、（ペト
ロラタムまたはミネラルゼリーとしても知られる）微結晶ワックスペトロラタムで、典型
的には、微結晶性ワックスの天然混合物プラス少量の他の不純物を約９０重量％含む。
【００４７】
　構造化有効剤
　既に言及したように、有効剤におけるワックスは、構造化有効剤を単なる濃縮有効剤以
上のものにすると考えられる三次元支持ネットワークを形成するものと考えられる。すな
わち、流体有効剤（例えば油）の濃度を、良好な拡散／付着特性を有する固体状物質に変
える。付着は、構造化有効剤の液滴／粒子が組成物から基質表面に送達することによって
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生じるものと考えられ、構造化物質結晶の結晶構造（例えばアスペクト比）が、構造化有
効剤の基質に対する親和性を高めるのに役立つと考えられる。
【００４８】
　予備混合物における他の有効剤（すなわち２つ以上の有効剤）、または単に１つの有効
剤が構造化することもでき、かつ／または他の有効剤は、構造化有効剤によって形成され
たネットワークに取り込まれることによって付着性を向上させることができる。
【００４９】
　有効剤は、０．１から９９．９重量％の送達媒体／予備混合物を含むことができ、構造
化剤は、１から９９．９重量％の送達媒体を含むことができる。有効剤は、好ましくは媒
体の０．５から９９．５％、より好ましくは１から９９％である。ある好ましい実施形態
において、有効剤は、５０から９９％の媒体を含み、ワックスは、有効剤媒体の１から５
０％、好ましくは２から４５％である。
【００５０】
　例えば、構造化物質（例えばワックス）が有効剤層の２０％である洗浄剤エマルジョン
の一部として使用されるときは、構造化有効剤の液滴直径を１から１５μｍの範囲とし、
平均的な液滴のサイズを４から８μｍとすることができる。しかし、言及したように、液
滴がこのサイズである必要はない。
【００５１】
　液体洗浄剤配合物に取り入れられると、構造化有効剤液滴は、室温で保管されていると
きは一般に固体であり、粒子のように見える。液滴は、いくぶん球状であるが、滴内の構
造化剤結晶により、粗いテキスチャ構造面を有する。
【００５２】
　言及したように、本発明の構造化有効剤液滴に対しては大きなサイズが要求されない。
従来技術と異なり、構造化有効剤は、液滴サイズが小さくても、すなわち１０μｍ未満、
さらにはμｍ未満のサイズでも、有効剤付着量を高めることができる。
【００５３】
　言及したように、少量の（構造化有効剤の５０％未満の）構造化剤を使用することがで
きる。
【００５４】
　唯一の絶対必要条件は、構造化剤の形状が高い軸またはアスペクト比（Ａ／Ｂ＞１）を
有することである。これは図３に示されている。長さは、長さと幅を考慮した場合にその
２つの寸法のうちの長い方であると理解される。構造化が存在することは、少量の構造化
剤を使用したときであっても有効剤に観察される降伏応力が高いことによって示される（
図１を参照のこと）。
【００５５】
　本発明の構造化有効剤を、疎水性有効剤の付着性を向上させることが証明されている他
の物質（例えばカチオン重合体、白土またはシリカなどの無機濃縮剤、および重合体濃縮
剤）と併用することもできる。
【００５６】
　最後に、言及したように、構造化有効剤は、予備混合物の一部ではない他の非構造化有
効剤の付着性を向上させることができる。この現象は、例えば、出願人の同時出願、同時
係属出願の１つに記載されている。
【００５７】
　方法
　主題の発明の重要な態様は、有効剤（少なくとも１つの有効剤）と結晶性構造化剤を、
それらを担持組成物と混合する前に（例えば予備混合物として）混合しなければならない
ことである。当該予備混合物と担持組成物の混合は、構造化有効剤が、それを担持組成物
に注入できるように溶融または半溶融状態にあるときに行われることが好ましいが、必ず
しもそうでなくてもよい。すなわち、混合時の構造化有効剤予備混合物の粘度は、好まし
くは約２５０Ｐａ－ｓ、より好ましくは２００Ｐａ－ｓ、最も好ましくは１５０Ｐａ－ｓ
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以下である。
【００５８】
　本発明の一実施形態において、結晶性構造化剤と有効剤（例えばひまわり種子油などの
皮膚軟化剤）を混合し、構造化剤の溶融点より高い温度まで加熱することができる。次い
で、これらを均一に混合する。
【００５９】
　好ましくは、溶融物質を担持組成物、好ましくは界面活性剤含有担持組成物に添加し、
有効剤と構造化剤の混合物と同じ温度に維持する。混合後（約１０秒から１時間、好まし
くは５分から４５分後）、必要ならば、混合物を室温まで冷却する。言及したように、担
持組成物（例えば水性界面活性剤層）に添加する前に構造化剤を有効剤と混合する。構造
化剤と有効剤を力強く混合することによっても注入可能な粘度を得ることができ、必ずし
も加熱する必要がないことに留意されたい。
【００６０】
　当該方法に従うと、得られる構造化有効剤組成物は、上述の特性（すなわち剪断粘減、
降伏応力など）を有し、担持組成物から測定した場合の有効剤の付着性は、有効剤が構造
化されなかった場合、または有効剤が最終組成物において構造化有効剤の存在下になかっ
た場合における有効剤の最終組成物から基質への付着性のレベルに比べて、約５％より高
く、好ましくは約１０％より高い。一実施形態において、有効剤は油で、付着量は、少な
くとも約６０μｇ／ｃｍ２、好ましくは少なくとも約７５μｇ／ｃｍ２、より好ましくは
少なくとも約１００μｇ／ｃｍ２である。
【００６１】
　既に示したように、本発明の構造化有効剤は、非棒状、好ましくは液体の個人用品組成
物に使用される。
【００６２】
　液体組成物
　本発明の一実施形態において、油／有効剤を含む予備混合物を液体（例えば対人洗浄剤
）組成物に使用できる。典型的には、当該組成物は、
　（１）アニオン界面活性剤、両性界面活性剤、ノニオン界面活性剤、カチオン界面活性
剤、およびそれらの混合物よりなる群から選択される０から９９重量％、好ましくは１か
ら７５重量％、より好ましくは３から７０重量％の界面活性剤と、
　（２）０．１から９９．９％の１つまたは複数の送達媒体有効剤と、天然および合成結
晶性ワックスよりなる群から選択される０．１から９９．９％の送達媒体結晶性構造化剤
とを含む０．１から９０％、好ましくは０．５から８０％の送達媒体と、
　（３）液体対人洗浄剤に対する任意の成分と、
　（４）平衡水とを含み、
　予備混合物（構造化有効剤）は、個別的な予備混合物として液体組成物に取り入れられ
、
　液体組成物から基質への油／皮膚軟化剤の付着性が、有効剤が構造化されない場合、ま
たは構造化有効剤の存在下にない場合より約５％高められる。
【００６３】
　界面活性剤系
　アニオン界面活性剤
　アニオン界面活性剤は、例えば、第一級アルカン（例えばＣ８からＣ２２）スルホネー
ト、第一級アルカン（例えばＣ８からＣ２２）ジスルホネート、Ｃ８からＣ２２のアルケ
ンスルホネート、Ｃ８からＣ２２のヒドロキシアルカンスルホネートまたはアルキルグリ
セリルエーテルスルホネート（ＡＧＳ）などの脂肪族スルホン酸エステル、あるいはアル
キルベンゼンスルホネートなどの芳香族スルホン酸エステルであってもよい。
【００６４】
　アニオン界面活性剤は、アルキルサルフェート（例えばＣ１２からＣ１８のアルキルサ
ルフェート）またはアルキルエーテルサルフェート（アルキルグリセリルエーテルサルフ
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ェートを含む）であってもよい。アルキルエーテルサルフェートには、以下の化学式を有
するものがある。
【００６５】
　ＲＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＳＯ３Ｍ
　ただし、Ｒは、８から１８、好ましくは１２から１８の炭素を有するアルキルまたはア
ルケニルで、ｎは、１．０より大きい平均値、好ましくは２から３の平均値を有し、Ｍは
、ナトリウム、カリウム、アンモニウムまたは置換アンモニウムなどの溶解性カチオンで
ある。ラウリルエーテル硫酸アンモニウムおよびナトリウムが好ましい。
【００６６】
　アニオン界面活性剤は、アルキルスルホサクシネート（モノおよびジアルキル、例えば
Ｃ６からＣ２２のスルホサクシネートを含む）；アルキルおよびアシルタウレート、アル
キルおよびアシルサルコシネート、スルホアセテート、Ｃ８からＣ２２のアルキルホスフ
ェートおよびホスフェート、アルキルホスフェートエステルおよびアルコキシルアルキル
ホスフェートエステル、アシルラクテート、Ｃ８からＣ２２のモノアルキルサクシネート
およびマレアート、スルホアセテートおよびアシルイセチオネートであってもよい。
【００６７】
　スルホサクシネートは、以下の化学式を有するモノアルキルスルホサクシネートであっ
てもよい。
【００６８】
　Ｒ４Ｏ２ＣＣＨ２ＣＨ（ＳＯ３Ｍ）ＣＯ２Ｍ；
　以下の化学式のアミドＭＥＡスルホサクシネート
　Ｒ４ＣＯＮＨＣＨ２ＣＨ２Ｏ２ＣＣＨ２ＣＨ（ＳＯ３Ｍ）ＣＯ２Ｍ
　ただし、Ｒ４は、Ｃ８からＣ２２のアルキルで、Ｍは溶解性カチオンである。
【００６９】
　以下の化学式のアミドＭＩＰＡスルホサクシネート
　ＲＣＯＮＨ（ＣＨ２）ＣＨ（ＣＨ３）（ＳＯ３Ｍ）ＣＯ２Ｍ
　ただし、Ｍは上記に定めたとおりである。
【００７０】
　アルコキシル化クエン酸スルホサクシネート；および以下の化学式のアルコキシル化ス
ルホサクシネートも含まれる。
【００７１】
【化１】

　ただし、ｎは１から２０で、Ｍは上記に定めたとおりである。
【００７２】
　サルコシネートは、一般に、化学式ＲＣＯＮ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＯ２Ｍ（ただし、Ｒは
Ｃ８からＣ２２のアルキルで、Ｍは溶解性カチオンである）で表される。
【００７３】
　タウレートは、一般に、化学式Ｒ２ＣＯＮＲ３ＣＨ２ＣＨ２ＳＯ３Ｍ（ただし、Ｒ２は
Ｃ８からＣ２０のアルキルで、Ｒ３はＣ１からＣ４のアルキルで、Ｍは溶解性カチオンで
ある）。
【００７４】
　他の種類のアニオンは、以下の化学式のカルボキシレートである。
【００７５】
　Ｒ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＣＯ２Ｍ
　ＲはＣ８からＣ２０のアルキルで、ｎは０から２０で、Ｍは上記に定めたとおりである
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。
【００７６】
　使用できる他のカルボキシレートとしては、例えばセピックによるモンテインＬＣＱ（
登録商標）などのアミノアルキルポリペプチドカルボキシレートがある。
【００７７】
　使用できる他の界面活性剤としては、Ｃ８からＣ１８のアシルイセチオネートがある。
これらのエステルは、アルカリ金属イセチオネートと、６から１８の炭素原子を有し、ヨ
ウ素価が２０未満の混合脂肪酸との反応によって調製される。混合脂肪酸の少なくとも７
５％が１２から１８の炭素原子を有し、２５％までの混合脂肪酸が６から１０の炭素原子
を有する。
【００７８】
　アシルイセチオネートは、存在する場合は、一般に、全組成物の約０．５から１５重量
％である。この成分は、約１から約１０％存在するのが好ましい。
【００７９】
　アシルイセチオネートは、参照により主題の出願に組み込まれている米国特許第５，３
９３，４６６号（Ｉｌａｒｄｉ他）に記載されているようなアルコキシル化イセチオネー
トであってもよい。
【００８０】
　使用できる他の界面活性剤としては、Ｃ８からＣ２２の中性脂肪酸（石鹸）がある。使
用する石鹸は、直鎖状で飽和されたＣ１２からＣ１８の中和脂肪酸であるのが好ましい。
【００８１】
　双性および両性界面活性剤
　双性界面活性剤は、脂肪族のラジカルを直鎖または分枝鎖とすることができ、脂肪族の
置換基の１つが約８から約１８の炭素原子を含み、１つがアニオン基、例えばカルボキシ
、スルホネート、サルフェート、ホスフェートまたはホスホネートを含む、脂肪族四級ア
ンモニウム、ホスホニウムおよびスルホニウム化合物の誘導体として広く記述することが
できる化合物に代表される。これらの化合物に対する一般化学式は以下の通りである。
【００８２】

【化２】

【００８３】
　ただし、Ｒ２は、約８から約１８の炭素原子、０から約１０のエチレンオキシド部、お
よび０から約１のグリセリル部を有するアルキル、アルケニルまたはヒドロキシアルキル
ラジカルを含み、Ｙは窒素、リンおよび硫黄原子よりなる群から選択され、Ｒ３は、約１
から約３の炭素原子を含むアルキルまたはモノヒドロキシアルキル基で、Ｘは、Ｙが硫黄
原子である場合は１で、Ｙが窒素またはリン原子である場合は２で、Ｒ４は、約１から約
４の炭素原子を有するアルキレンまたはヒドロキシアルキレンで、Ｚは、カルボキシレー
ト、スルホネート、サルフェート、ホスホネートおよびホスフェート基よりなる群から選
択されるラジカルである。
【００８４】
　当該界面活性剤の例としては、
　４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－オクタデシルアンモニオ］－ブタン
－１－カルボキシレート；
　５－［Ｓ－３－ヒドロキシプロピル－Ｓ－ヘキサデシルスルホニオ］－３－ヒドロキシ
ペンタン－１－サルフェート；
　３－［Ｐ，Ｐ－ジエチル－Ｐ－３，６，９－トリオキサテトラデキソシルホスホニオ］
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－２－ヒドロキシプロパン－１－ホスフェート；
　３－［Ｎ，Ｎ－ジプロピル－Ｎ－３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピルアンモニオ
］－プロパン－１－ホスホネート；
　３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）プロパン－１－スルホネート
；
　３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）－２－ヒドロキシプロパン－
１－スルホネート；
　４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－（２－ヒドロキシドデシル）アンモ
ニオ］－ブタン－１－カルボキシレート；
　３－［Ｓ－エチル－Ｓ－（３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピル）スルホニオ］－
プロパン－１－ホスフェート；
　３－［Ｐ，Ｐ－ジメチル－Ｐ－ドデシルホスホニオ］－プロパン－１－ホスホネート；
および
　５－［Ｎ，Ｎ－ジ（３－ヒドキシプロピル）－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ］－２－ヒ
ドロキシ－ペンタン－１－サルフェートが挙げられる。
【００８５】
　本発明に使用できる両性洗浄剤は、少なくとも１つの酸基を含む。これは、カルボン酸
基または硫酸基でありうる。それらは、四級窒素を含むため、四級アミド酸である。それ
らは、一般には、７から１８の炭素原子を有するアルキルまたはアルケニル基を含む。そ
れらは、通常、以下の全体構造式に従う。
【００８６】

【化３】

【００８７】
　ただし、Ｒ１は、７から１８の炭素原子を有するアルキルまたはアルケニル基、
　Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立に１から３の炭素原子を有するアルキル、ヒドロキシ
アルキルまたはカルボキシアルキル、
　ｎは２から４、
　ｍは０から１、
　Ｘは、場合によってヒドロキシルで置換された１から３の炭素原子を有するアルキレン
、
　Ｙは－ＣＯ２－または－ＳＯ３－、
　上記一般式に含まれる好適な両性洗浄剤は、以下の化学式の単純なベタインと、
【００８８】
【化４】

【００８９】
　以下の化学式のアミドベタインを含む。
【００９０】
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【化５】

　ただし、ｍは２または３である。
【００９１】
　両化学式において、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、既に定めた通りである。Ｒ１は、特に、
Ｒ１基の少なくとも半分、好ましくは少なくとも４分の３が１０から１４の炭素原子を有
するように、ココナツから誘導されたＣ１２アルキル基とＣ１４アルキル基の混合物であ
ってもよい。Ｒ２およびＲ３は、好ましくはメチルである。
【００９２】
　さらなる可能性としては、両性洗浄剤は、以下の化学式のスルホベタインである。
【００９３】
【化６】

【００９４】
　ただし、ｍは２または３、あるいは－（ＣＨ２）３ＳＯ－

３が以下の基で置換されたこ
れらの変数である。
【００９５】

【化７】

【００９６】
　これらの化学式において、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、既に述べた通りである。
【００９７】
　アンホアセテートおよびジアンホアセテートも、使用できる可能な双性および／または
両性化合物に含められるものとする。
【００９８】



(20) JP 4810070 B2 2011.11.9

10

20

30

40

50

　両性／双性界面活性剤は、使用される場合は、組成物の０から２５％、好ましくは０．
１から２０重量％、より好ましくは５から１５％を成す。
【００９９】
　１つまたは複数のアニオン界面活性剤、および任意の両性および／または双性界面活性
剤に加えて、界面活性剤系は、場合によってノニオン界面活性剤を含むことができる。
【０１００】
　ノニオン界面活性剤
　使用できるノニオン界面活性剤は、特に、疎水基を有する化合物と反応性水素原子を有
する化合物、例えば脂肪族アルコール、酸、アミドまたはアルキルフェノールとアルキレ
ンオキシド、特に単体またはプロピレンオキシドを伴うエチレンオキシドとの反応生成物
を含む。具体的なノニオン洗浄剤化合物は、アルキル（Ｃ６からＣ２２）フェノール－エ
チレンオキシド縮合体、脂肪族（Ｃ８からＣ１８）一級または二級直鎖または分枝アルコ
ールとエチレンオキシドの縮合生成物、およびエチレンオキシドと、プロピレンオキシド
とエチレンジアミンとの反応生成物との縮合によって作られた生成物である。他の所謂ノ
ニオン洗浄剤化合物としては、長鎖の三級アミンオキシド、長鎖の三級ホスフィンオキシ
ドおよびジアルキルスルホキシドが挙げられる。
【０１０１】
　ノニオン界面活性剤は、多糖アミドなどの糖アミドであってもよい。具体的には、参照
により本明細書に組み込まれている米国特許第５，３８９，２７９号（Ａｕ他）に記載さ
れているラクトビオンアミドの１つであってもよいし、参照により本明細書に組み込まれ
ている特許第５，００９，８１４号（Ｋｅｌｋｅｎｂｅｒｇ他）に記載されている糖アミ
ドの１つであってもよい。
【０１０２】
　使用できる他の界面活性剤は、いずれも参照により主題の出願に組み込まれている、米
国特許第３，７２３，３２５号（Ｐａｒｒａｎ　Ｊｒ．）に記載されている界面活性剤、
および米国特許第４，５６５，６４７号（Ｌｌｅｎａｄｏ）に開示されているアルキル多
糖ノニオン界面活性剤である。
【０１０３】
　好ましいアルキル多糖は、以下の色のアルキルポリグリコシドである。
【０１０４】
　Ｒ２Ｏ（ＣｎＨ２ｎＯ）ｔ（ｇｌｙｃｏｓｙｌ）ｘ　ただし、Ｒ２は、アルキル基が約
１０から約１８、好ましくは約１２から約１４の炭素原子を含むアルキル、アルキルフェ
ニル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシアルキルフェニル、およびそれらの混合物よりな
る群から選択され、ｎは０から３、好ましくは２で、ｔは０から約１０、好ましくは０で
、ｘは１．３から約１０、好ましくは１．３から約２．７である。グリコシルは、好まし
くはグルコースから誘導される。これらの化合物を調製するためには、アルコールまたは
アルキルポリエトキシアルコールをまず形成し、次いでグルコースまたはグルコース源と
反応させて、グルコシドを形成する（１位で結合）。次いで、それらの１位と、先行する
グリコシル単位の２、３、４および／または６位、好ましくは主に２位との間に追加的な
グリコシル単位を結合させることができる。
【０１０５】
　構造化剤有効剤予備混合物
　構造化有効剤の有効剤部は、有効剤に関連するセクションにおいて既に記載した有効剤
のいずれかでありうる。
【０１０６】
　同様に、結晶性構造化剤は、上述の物質のいずれか１つでありうる。
【０１０７】
　予備混合物／送達媒体も上述の通りである。
【０１０８】
　先に示したように、予備混合物は個別的に作られ、好ましくは、最終的な担持組成物（
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例えば液体組成物）に加える前に、注入可能または流動可能な状態（粘度が２５０Ｐａ－
ｓ未満、より好ましくは２００Ｐａ－ｓ未満、最も好ましくは１５０Ｐａ－ｓ未満）であ
ってもよいが、必ずしもそうでなくてもよい。
【０１０９】
　構造化有効剤は、組成物に使用されると、有効剤の付着性を、有効剤が構造化されない
場合より約５％高めることができる。一実施形態において、有効剤は油であり、付着量は
、６０μｇ／ｃｍ２より多く、好ましくは７５μｇ／ｃｍ２より多く、より好ましくは１
００μｇ／ｃｍ２より多く、この付着量は、構造化有効剤の大きな液滴サイズに依存しな
い。
【０１１０】
　分散安定剤
　本発明の他の任意であるが、好ましい要素は、（例えば水相に見いだされる）エマルジ
ョン安定剤である。分散安定剤は、組成物に十分な保存安定性を提供することを目的とす
る（すなわち、それにより有効剤送達媒体が組成物中で安定する）。さもなければ、構造
化組成物が、重力の作用で分離しやすくなる可能性がある（その密度に応じてクリーム分
離または沈殿する）。本発明の構造化組成物は、固着や融合しやすくなる可能性もある。
【０１１１】
　最も効果的な分散安定剤は、液体、例えば水相に十分な構造を提供して、液滴を固定す
ることで、重力分離、および他の液滴との衝突を防ぐことができるものである。しかし、
分散が安定しすぎると、構造化組成物の液滴が、皮膚に接触して効果的に付着することが
阻害される。したがって、提供される最も効果的な分散安定剤は、容器内では優れた安定
性を有するが、湿った皮膚に塗布されると、構造化有効剤を固定する効果を失う。
【０１１２】
　現行の発明に有用な水性分散安定剤は、有機、無機または高分子安定剤でありうる。具
体的には、該組成物は、４週間にわたり、４０℃の界面活性剤組成物において、大きな構
造化油滴の物理的安定性を提供する０．１から１０重量％の有機、無機または高分子安定
剤を含む。
【０１１３】
　本発明に好適な無機分散安定剤としては、白土およびシリカが挙げられるが、それらに
限定されない。白土の例としては、ベントナイト、ヘクトライトおよびそれらの混合物よ
りなる群から選択されるスメクタイト白土が挙げられる。白土を濃縮させることが可能な
電解質塩（ハライド、アンモニウム塩および硫酸塩などのアルカリおよびアルカリ土類塩
）と併用された合成ヘクトライト（ラポナイト）白土が特に有用である。ベントナイトは
、コロイド状の硫酸アルミニウム白土である。シリカの例としては、ヒュームドシリカ、
沈降シリカおよびそれらの混合物よりなる群から選択される非晶質シリカが挙げられる。
【０１１４】
　有機分散安定剤は、ここでは、分子量が一般的に１０００ダルトンより小さく、分散構
造化油相を固定するネットワークを水相に形成する有機分子と定義づけられる。このネッ
トワークは、非晶質の固体、結晶または液体結晶相で構成される。現行の発明に対する好
適な有機分散安定剤は、当該技術分野においてよく知られており、いくつかの種類の長鎖
アシル誘導体またはそれらの混合物のいずれかを含むが、それに限定されない。約１４か
ら約２２の炭素原子を有するグリコールモノ、ジおよびトリエステルが含まれる。好まし
いグリコールエステルとしては、エチレングリコールモノおよびジステアレート、グリセ
リルステアレート、ヤシ油グリセリド、トリパルミチン、トリステアリン、ならびにそれ
らの混合物が挙げられる。
【０１１５】
　有機分散安定剤の他の例は、約１４から約２２の炭素原子を有するアルカノールアミド
である。好ましいアルカノールアミドは、ステアリンモノエタノールアミド、ステアリン
ジエタノールアミド、ステアリンモノイソプロパノールアミド、ステアリンモノエタノー
ルアミド、およびそれらの混合物である。
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【０１１６】
　他の種類の有用な分散安定剤は、ステアリン酸ステアリル、パルミチン酸ステアリル、
パルミチン酸パルミチル、トリヒドロキシステアリルグリセロールおよびトリステアリル
グリセロールなどの長鎖脂肪酸エステルである。
【０１１７】
　他の種類の有機分散安定剤は、セトステアリルアルコールとポリソルベート６０、セト
マクリオゴール１０００、セトリミドの混合物、グリセロールモノステアレートとステア
リン石鹸の混合物、および（ステアレートゲルを形成する）部分中和ステアリン酸などの
所謂乳化ワックスである。
【０１１８】
　好適な分散安定剤の他の例は、約１４から約２２の炭素原子を有する長鎖アミンオキシ
ドである。好ましいアミンオキシドは、ヘキサデシルジメチルアミンオキシドおよびオク
タデシルジメチルアミドオキシドである。
【０１１９】
　本発明に有用な好適な高分子分散安定剤の例としては、セルロースゴムなどの炭水化物
ゴム、微結晶セルロース、セルロースゲル、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプ
ロピルセルロース、ナトリウムカルボキシメチルセルロース、ヒドロキシメチルカルボキ
シメチルセルロース、カラゲナン、ヒドロキシメチルカルボキシプロピルセルロース、メ
チルセルロース、エチルセルロース、ガーゴム（カチオンガーゴムを含む）、カラヤゴム
、トラガカントゴム、アラビアゴム、アカシアゴム、アガーゴム、キサンタンゴム、およ
びそれらの混合物が挙げられる。好ましい炭水化物ゴムは、セルロースゴムおよびキサン
タンゴムである。
【０１２０】
　特に好ましい種類の高分子分散安定剤は、アクリレート含有単独および共重合体を含む
。例としては、ＣＡＲＢＯＰＯＬという商品名でＢ．Ｆ．グッドリッチが販売している架
橋ポリアクリレート；ＰＥＭＵＬＥＮという商品名でＢ．Ｆ．グッドリッチが販売してい
る疎水性に改質された架橋ポリアクリレート；およびＡＲＹＳＯＬまたはＡＣＵＬＹＮと
いう商品名でＲｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓが販売しているアルカリ膨張性アクリルラテッ
クス重合体が挙げられる。
【０１２１】
　上記分散安定剤は、単独または混合して使用でき、組成物の約０．１重量％から約１０
重量％の量で存在することができる。
【０１２２】
　他の成分
　また、本発明の非棒状、好ましくは液体の組成物は、以下のような随意の成分を含むこ
とができる。
【０１２３】
　いくつかの芳香剤の組合せでありうる香料を、有効剤送達媒体に取り入れられて、芳香
送達効果を向上させる芳香剤の能力に基づいて選択することができる。しかし、言及した
ように、香料は、異なる構造化有効剤によって形成されたネットワークに取り込むか、ま
たは予備混合物の一部としてではなく、組成物に個別的に付与することができる個別的な
有効剤を含むこともできる。
【０１２４】
　エタノールなどの有機溶媒；カルボキシメチルセルロース、ケイ酸アルミニウムマグネ
シウム、ヒドロキシエチルセルロース、メチルセルロース、カルボポール、グルカミド、
またはＲｈｏｎｅ　ＰｏｕｌｅｎｃのＡｎｔｉｌ（登録商標）などの補助濃縮剤；香料；
エチレンジアミンテトラアセテート四ナトリウム（ＥＤＴＡ）、ＥＨＤＡ、または０．０
１から１％、好ましくは０．０１から０．０５％の量の混合物などの金属イオン封鎖剤；
ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ＴｉＯ２、ＥＧＭＳ（エチレングリコー
ルモノステアレート）またはリトロン６２１（スチレン／アクリレート共重合体）などの
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発色剤、乳白剤および光沢剤は、いずれも製品の外観または装飾特性を向上させる上で有
用である。
【０１２５】
　組成物は、２－ヒドロキシ－４，２’４’－トリクロロジフェニルエーテル（ＤＰ３０
０）などの抗菌剤；ジメチロールジメチルヒダントイン（（グリダントＸＬ１０００）、
パラベン、ソルビン酸などの防腐剤をさらに含むことができる。
【０１２６】
　組成物は、発泡剤としてココナツアシルモノまたはジエタノールアミドを含むこともで
き、塩化ナトリウムおよび硫酸ナトリウムなどの強イオン化塩も有利に使用することがで
きる。
【０１２７】
　例えばブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）、およびビタミンＡ、Ｃ＆Ｅ、またはそ
れらの誘導体などの抗酸化剤を適宜約０．０１％以上の量で有利に使用できる。
【０１２８】
　使用できるポリエチレングリコールとしては以下のものが挙げられる。
【０１２９】
　ポリオックス　　ＷＳＲ－２０５　　　　ＰＥＧ　１４Ｍ
　ポリオックス　　ＷＳＲ－Ｎ－６０Ｋ　　ＰＥＧ　４５Ｍ、または
　ポリオックス　　ＷＳＲ－Ｎ－７５０　　ＰＥＧ　７Ｍ。
【０１３０】
　使用できる濃縮剤としては、アメルコールポリマーＨＭ　１５００（ノンオキシニルヒ
ドロエチルセルロース）；グルカムＤＯＥ　１２０（ＰＥＧ　１２０　メチルグルコース
ジオリエート）；レヴォケミカルズのＲｅｗｏｄｅｒｍ（登録商標）（ＰＥＧ改質グリセ
リルココエート、パルメートまたはタロウェート）；Ａｎｔｉｌ（登録商標）１４１（ゴ
ールドシュミット）が挙げられる。
【０１３１】
　添加できる他の随意の成分は、参照により本明細書に組み込まれている米国特許第５，
１４７，５７６号（Ｍｏｎｔａｇｕｅ）に教示されているような解凝ポリマーである。
【０１３２】
　含めることができる他の成分は、ポリオキシエチレンビーズ、クルミシートおよびアン
ズ種子などの剥離剤である。
【０１３３】
　他の好ましい成分は、個々の日焼け止め成分またはその混合物が溶液から結晶化するの
を抑止するのに使用される結晶化抑止剤または抑制剤である。これによって付着性が低下
しうる。これらの抑止剤としては、例えば、Ｃ１０からＣ２４、好ましくはＣ１２からＣ

１５のアルキルベンゾエートなどの有機エステルが挙げられる。他の例としては、ベルネ
ルのベルネルＰＣＭ、およびベルネルのエレファク２０５が挙げられる。特定の日焼け止
め、例えばブチルオクチルサリシレートは、他のものより結晶化に対する抵抗が強い。
【０１３４】
　実施および比較例を除いて、あるいは他に明確に指定されない場合は、物質の量もしく
は割合、または条件もしくは反応、物質の物理特性および／または使用を示すこの説明に
おけるすべての数字は、「約」という言葉によって修正されているものと理解されるべき
である。
【０１３５】
　本明細書に用いられる場合、「含む」という用語は、指定の特徴、整数、ステップ、成
分の存在を含むものであり、１つまたは他の特徴、整数、ステップ、成分またはその集合
の存在または追加を排除するものではない。
【０１３６】
　以下の実施例は、本発明をさらに例示するものであり、いかなる場合も本発明を制限す
るものではない。
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【０１３７】
　特に指定のない限り、すべてのパーセントは、重量パーセントとする。
【実施例】
【０１３８】
　プロトコル
　使用した成分
　ナトリウムラウリルエーテルサルフェート（ＳＬＥＳ）は、ステパンコーポレーション
（イリノイ州Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ）のステオールＣＳ３３０であった。
【０１３９】
　コカミドプロピルベタイン（ＣＡＰＢ）は、ゴールドシュミットケミカルコーポレーシ
ョン（ヴァージニア州Ｈｏｐｅｗｅｌｌ）のテゴベタインＦ５０であった。
【０１４０】
　ガーヒドロキシプロピルトリモニウムクロライドは、ジャガーＣ－１３－Ｓ（ロディア
ＵＳＡ、ニュージャージ州Ｃｒａｎｂｕｒｙ）であった。
【０１４１】
　精製ひまわり種子油は、Ｗｅｌｃｈ、Ｈｏｌｍｅ　ａｎｄ　Ｃｌａｒｋ　Ｃｏ．，Ｉｎ
ｃ．（ニュージャージ州、Ｎｅｗａｒｋ）により供給された。
【０１４２】
　ペトロラタムは、ペンレコ（ペンシルベニア州Ｋａｒｎｓ　Ｃｉｔｙ）の白色ペトロラ
タムであった。ワックスは、多くの製造元から市販されており、さらなる改質を行わずに
配合物に直接添加した。
【０１４３】
　エクソンモービルケミカルから市販されているＡｑｕａＰｅｌ　１５Ｌは、直鎖状ブタ
ジエンイソプレン共重合体（Ｍｗ　１５０００）である。
【０１４４】
　装置処理
　高効率パドルを装着したオーバーヘッドスターラを使用して、小バッチの液体洗浄剤試
作品を混合した。温度調節された水槽（±１．０℃）に配置された２５０ｍｌのステンレ
ス鋼製ビーカで配合物を調製した。
【０１４５】
　ワックス構造化有効剤の調製
　構造化（例えばワックス構造化）有効剤予備混合物（送達物質）をワックス構造化剤ま
たは有効剤と構造化成分の他の混合物の溶融点、または該溶融点をわずかに上回る温度で
調製した。典型的には、構造化物質を１００ｍｌのステンレス鋼製ビーカに量り取り、次
いで配合規格に基づいて適切な量の有効剤（例えばひまわり種子油）を加えた。次いで、
ビーカを温度調節された水槽に配置することによって成分を加熱して、構造化物質（例え
ばワックス）を溶融させた。溶融した構造化油を均一に混合されるまでステンレス鋼製ス
パチュラで撹拌し、使用するまで高温に維持した（通常は５分間以内）。
【０１４６】
　液体試作品サンプルの調製
　構造化剤の溶融温度がそれぞれ異なるため、必要に応じて混合温度が異なっている以外
は、同様の処理条件で液体洗浄剤配合物を調製した。温度調節された水槽に浸した２５０
ｍｌのステンレス鋼製ビーカで配合物を調製した。まず、ＳＬＥＳおよびＣＡＰＢを追加
的な水とともに一緒に添加し、オーバーヘッドスターラを使用して１００から１５０ｒｐ
ｍで５分間混合した。均質になるまで混合を続けながら、温度をワックス－油予備混合物
の温度まで上げた。油相を加える直前に、混合速度を２５０ｒｐｍまで上昇させた。次い
で、溶融したワックス－油予備混合物を撹拌界面活性剤混合物に注ぎ、高温を維持しなが
ら（約２０分間）撹拌した。混合が完了すると、最終生成物を恒温槽から取り出し、これ
以上撹拌せずに室温まで冷却させた。
【０１４７】
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　いくつかの実施例では、ジャガーＣ１３Ｓ重合体を配合物に含め、それを構造化剤－有
効剤（例えばワックス－油）の添加の後に加えた。ジャガーＣ１３Ｓ粉末を０．１Ｎ水酸
化ナトリウム溶液に分散することによって、ジャガー重合体の予備混合物を１０％アルカ
リスラリとして調製した。重合体予備混合物を加えた後に、配合物の混合を１０分間続け
た後に、適切な量の１ＮのＨＣｌを添加して、配合物のｐＨを６から７にした。配合物を
残りの２０分間にわたって撹拌し、先のパラグラフで記載したように調製処理した。
【０１４８】
　シリコーンゴム表面調製物（シルフォ）
　シルフォシリコーンゴム材（フレキシコデベロップメンツ、英国）をそのまま使用した
。付着試験用のシルフォ複製品表面を、皮膚の表面粗さに近い表面粗さで調製した。約５
ｍｌのシルフォ材を原料ボトルから蝋紙上に絞り出した。２から３滴の触媒（シルフォよ
り供給）を添加した後、液体材料をステンレス鋼製スパチュラで（約３０秒間）混合しな
がら濃縮させる。１００グリットの研磨紙を４×４ｃｍ角に裁断し、テープで表面に貼っ
て、約２．５×２．５ｃｍを露出させた。濃縮した材料を研磨紙上に均一に広げ、（約１
０分間）乾燥させた。硬化すると、研磨紙を剥がし、テープの露出接着面を新たなテープ
で覆うことによって固体のシルフォ複製品を分離した。複製品表面は、研磨紙の表面のネ
ガチブになるため、粗くなる。皮膚の表面粗さに近づけるために、１００グリットを選択
した。
【０１４９】
　ひまわり種子油付着プロトコル
　ワックス構造化油配合物から付着するひまわり種子油の量をシルフォ複製品表面上で評
価した。生成物をシルフォ表面に塗布し、生成物で擦り、水洗し、次いで表面に付着した
あらゆる油を抽出することによって、新たに調製した配合物のサンプルを３回試験した。
実際、表面１平方センチメートル当たり８．６ｍｇの生成物を塗布した。一滴の水道水を
添加した後、生成物を一本の指で表面に１５秒間にわたって擦りつけた（約２０回の円形
擦過）。次いで、サンプルを蛇口から４５°の角度で５ｃｍ離しながら、３７℃で流量が
１３から１４ｍｌ／秒に保たれた水道水で表面を洗浄した。水洗後、サンプルを一度だけ
タオルで拭いて、１５分間風乾させた。次いで、シルフォ複製品をレーザ刃でテープ境界
から切り取り、１０ｇのヘキサンを含む２０ｍｌのガラスバイアル瓶に入れた。自動「リ
ストアクション」振動機で１５分間混合した後、シルフォ複製品をバイアル瓶から取り出
した。油含有量を分析するために、抽出溶媒を１ｍｌのガラスバイアル瓶に移した。
【０１５０】
　薄層クロマトグラフィ（ＴＬＣ）によるひまわり種子油付着性分析
　薄層クロマトグラフィ（ＴＬＣ）を使用して、ヘキサン抽出物における油濃度の分析を
実施した。自動ＴＬＣスポッタ（ＣＡＭＡＧ自動ＴＬＣサンプラ４、ＣＡＭＡＧ、スイス
）を使用して、サンプルをＴＬＣプレート上にスポットした。サンプル抽出物とともに、
６つのひまわり種子油のヘキサン標準溶液も各プレートにスポットした。１２５から４５
０μｇ／ｇの範囲の濃度で標準サンプルを調製した。ＴＬＣプレートを、まずメタノール
に、次いでイソプロパノールにそれぞれ１５分間ずつ浸すことによって使用の前に洗浄し
、次いで一晩乾燥させた。スポットした後、１００ｍｌの現像液（ヘキサン７０％、エチ
ルエーテル２９％、酢酸１％）を含むガラス製ＴＬＣチャンバ内にプレートを配置した。
現像液がプレート高さの３／４まで移動したときに、プレートを取り出し、一晩風乾した
。乾燥後、ＴＬＣプレートを着色液（１０％の硫酸第二銅および８％のリン酸を含む水溶
液）に浸漬させた。余剰の着色液をプレートから拭き取った後で、１６５℃に設定された
ホットプレート上で３０分間加熱した。付着した油の測定を行うために、ＧＳ－７００画
像濃度計（バイオラッドラボラトリーズ、カリフォルニア州Ｈｅｒｃｕｌｅｓ）を使用し
て、シルフォ表面から抽出された付着油を表す炭化被膜スポットを有する着色プレートを
デジタル走査した。走査ソフトウェアを使用し、プレートに塗布された６つの標準サンプ
ルに対して生成された標準曲線に基づいて、サンプルスポットの輝度を計算した。これら
の見かけの輝度値から、抽出物におけるひまわり種子油の濃度を計算した。
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【０１５１】
　液滴サイズの測定
　配合物中の油滴の取り込み画像から液滴サイズを測定した。少量（０．１ｍｌ未満）を
スライドガラスに滴下することによって、ボディ洗浄試作品のサンプルから顕微鏡画像を
採取した。カバースリップを配置した後にサンプルをスライド上で静かに拡散させた。光
学顕微鏡（アキシオプランモデル、カールツァイスＩｎｃ．ニューヨーク州Ｔｈｏｒｎｗ
ｏｏｄ）を使用して、１００倍の倍率でサンプルを調べた。顕微鏡にビデオカメラ、画像
処理機およびビデオモニタを装着した。カメラをパーソナルコンピュータに接続し、適切
なソフトウェアを使用して画像をデジタル的に取り込んだ。画像ソフトウェアを用いて、
（構造化）油滴を個別に測定した。サンプル毎に、少なくとも１００滴を測定した。
【０１５２】
　粘度剪断プロフィル測定
　レオメトリックサイエンティフィックＡＲＥＳ制御歪みレオメータ（ＳＲ－５、レオメ
トリックサイエンティフィック、ニュージャージ州Ｐｉｓｃａｔａｗａｙ）を使用して、
ここで使用された構造化有効剤の剪断プロフィルを測定した。典型的には最上プレートと
最下プレートの間に２００から５００μｍの間隔を設けて、平衡に配置された２５ｍｍ経
のプレートによりレオメータをセットアップした。温度は３７℃であった。
【０１５３】
　剪断率が０．１から１０００秒－１まで対数的に変化する、プログラム化した一定の剪
断率のスウィープを実施し、１０回ごとに５点記録した。剪断走査は、典型的には５分間
で完了する。出力は、剪断率の関数としての粘度である。
【０１５４】
　降伏応力の測定
　レオメトリックサイエンティフィック応力制御レオメータ型式ＳＲ－５（レオメトリッ
クサイエンティフィック、ニュージャージ州Ｐｉｓｃａｔａｗａｙ）を使用して、構造化
有効剤の降伏応力値を測定した。２５ｍｍまたは４０ｍｍの円錐形または板状の固定具を
使用し、０．２から１２０００Ｐａの応力で、サンプルに対する応力傾斜試験を行った。
試験対象となる構造化有効剤のサンプルを固定具（最上プレート）と最下プレートの間に
充填した。測定機能を備えたＲＳＩオーケストレータソフトウェアを使用し、作用応力を
０．２Ｐａからユーザ確定最終応力値まで増加させることによって試験を実施した。ユー
ザは、試験時間を典型的には１５分に設定する。試験を実施しながらソフトウェアが実験
データをプロットしているときに観察されるサンプル粘度の急激な低下によって示される
サンプルの降伏（流動）が生じた時点で、試験が完了する。粘度対応力の直線プロットか
ら降伏応力値を求めた。曲線のピークの後の最初のデータポイントが降伏値である。ある
いは、ピーク前後の曲線の直線部に線を適合させることができる。線の交点が降伏値にな
る。応力（Ｐａ）に対する粘度（Ｐａ－ｓ）の片対数プロットから降伏応力を求めること
もできる。降伏値は、より小さい応力値における曲線の直線部の後の応力に対する最初の
データポイントである。この場合の降伏応力値は、臨界降伏応力値、または物質が流動を
開始する応力の値と解されるべきである。
【０１５５】
　実施例１および２ならびに比較Ａ、ＢおよびＣ
　本例は、有効剤の構造化、ならびに構造化剤および有効剤の添加の順序についての利点
を強調するものである。
【０１５６】
　様々な組成物を有する流動配合物を調製した。高効率スターラを装備したオーバーヘッ
ド機械的混合機を使用して、２０重量％のひまわり種子油と（水および界面活性剤を含む
）８０％水性界面活性剤相とを混合し、２５０ｒｐｍで撹拌することによって、構造化さ
れている有効剤（ひまわり種子油）を含まない液体洗浄剤組成物（比較Ａ）を室温で調製
した。
【０１５７】
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　比較Ａの組成を以下に示す。
【０１５８】
【表２】

【０１５９】
　（５重量％のペトロラタムまたはウルトラフレックスもしくはアンバーワックスなどの
構造化剤と２０重量％のひまわり種子油を含む）２５重量％の構造化有効剤を水性界面活
性剤相に対して混合することによって、実施例１および２を調製した。これらの配合物に
ついては、構造化剤をひまわり種子油に添加し、その混合物を構造化剤の溶融点より高い
温度まで加熱し、均一になるまで混合することによって、構造化油を調製した。次いで、
溶融した構造化油を、構造化油と同じ温度に維持されている水性界面活性剤相と混合した
（に加えた）。配合物を１５分間混合した後に、室温まで冷却した。構造化油相を水性界
面活性剤相に分散する前に、構造化剤を油相に添加する必要があるため、添加した。
【０１６０】
　本発明の組成物の例を実施例１として以下に示す。
【０１６１】

【表３】

【０１６２】
　構造化剤が微結晶性ワックスである点を除いては、実施例１と同様にして、実施例２（
発明、洗浄剤＋５％の微結晶性ワックス）を調製した。すなわち、本例は、５．０％のペ
トロラタムの代わりに５．０％のウルトラフレックス（登録商標）アンバーワックスを使
用した点を除いては、実施例１と同じ配合物を含む。
【０１６３】
　比較Ｂ（比較、洗浄剤＋５％のペトロラタム）は、５％のペトロラタム構造化剤の使用
を含めて、実施例１と同じ配合物を含む。５％のペトロラタムおよびひまわり種子油を界
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面活性剤に個別的に加えた点のみが実施例１と異なっている。
【０１６４】
　比較Ｃ（比較、洗浄剤＋５％の微結晶性ワックス）は、実施例２と同じ配合物を含み、
５重量％のウルトラフレックスアンバーワックスおよびひまわり種子油を構造化剤に個別
的に加えた点のみが異なっている。
【０１６５】
　表１は、各々の組成物についての付着結果を示す。
【０１６６】
【表４】

【０１６７】
　表１からわかるように、配合物が同じ成分から調製され、処理条件が異なる実施例１と
２の油付着量を比較することによって、構造化油を作るための成分の添加の順序の重要性
が証明される。比較ＢおよびＣは、構造化剤およびひまわり種子油を水性界面活性剤相に
個別的に加えることによって調製された。これらの配合物については、５重量％の構造化
剤、２０重量％のひまわり種子油および７５％の水性界面活性剤相を個別の容器内で、構
造化剤の溶融点より高い同一温度まで加熱した。ひまわり種子油を水性界面活性剤相に加
えて、上述のようにオーバーヘッドスターラで混合した。次いで、その混合物に構造化剤
を個別的に加え、１５分間にわたって配合物全体を混合した。混合後、配合物を室温まで
冷却した。
【０１６８】
　はっきりとわかるように、比較Ｂ＆Ｃ（個別添加）の付着量ははるかに小さい。
【０１６９】
　実施例３～５および比較Ｄ
　比較Ａに示される組成物に油相構造化剤を添加した液体洗浄剤を使用して、実施例３か
ら５および比較Ｄを調製した。
【０１７０】
　実施例３（発明、洗浄剤＋５％パラフィンワックス）は、５％ペトロラタムの代わりに
構造化剤として５％のパラフィンを使用する点を除いては、実施例１と同じ配合物を含む
。それは、本発明に従って、すなわち構造化剤と油を界面活性剤相に加える前に混合する
ことによって調製される。
【０１７１】
　実施例４（発明、洗浄剤＋５％動物蝋）は、５重量％のペトロラタムの代わりに構造化
剤として５重量％の蜜蝋を使用する点を除いては、実施例１と同じ配合物を含む。ここで
も、構造化剤と油を界面活性剤と混ぜ合わせる前に混合する。
【０１７２】
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　実施例５（発明、洗浄剤＋２．５％ペトロラタム＋２．５％微結晶性ワックス）は、５
重量％のペトロラタムの代わりに２．５重量％のペトロラタムおよび２．５重量％のウル
トラフレックスアンバーワックス（微結晶性ワックス）を使用する点を除いては、実施例
１と同じ配合物を含む。ここでも、界面活性剤との混合と別に、構造化剤と油を混合する
。
【０１７３】
　また、以下の比較を調製した。
【０１７４】
　比較Ｄ（比較、洗浄剤＋１０％重合体濃縮剤（ブタジエン／イソプレンの直鎖状共重合
体であるＡｑｕａＰｅｌ１５））は、有効剤（油）構造化剤として使用される非結晶性の
直鎖状重合体を使用する。
【０１７５】
【表５】

【０１７６】
【表６】

【０１７７】
　例に見られるように、結晶性ワックス構造化剤（２～５）のみが、６０μｇ／ｃｍ２以
上のひまわり種子油の付着量をもたらす。非結晶性物質を使用する比較Ｄは、このような
結果をもたらすことはできない。
【０１７８】
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　実施例６～１０
　構造化は、平均直径が４．９から６．２の小さな液滴サイズの様々な結晶性ワックスに
対して効果があることを示すために、出願人は、本発明の方法に従って（すなわち、有効
剤ひまわり種子油と構造化剤を最初に混合することによって）以下の例を調製した。
【０１７９】
　実施例６（発明、洗浄剤＋５％の微結晶性ワックス）
　比較Ａの液体洗浄剤　９５重量％
　ビクトリアンバーワックス　５重量％
　実施例７（発明、洗浄剤＋５％の微結晶性ワックス）
　比較Ａの液体洗浄剤　９５重量％
　マルチワックスＭＬ－４４５　５重量％
　実施例８（発明、洗浄剤＋５％の微結晶性ワックス）
　比較Ａの液体洗浄剤　９５重量％
　マルチワックス１８０－Ｍ　５重量％
　実施例９（発明、洗浄剤＋５％の微結晶性ワックス）
　比較Ａの液体洗浄剤　９５重量％
　マルチワックスＷ－８３５　５重量％
　実施例１０（発明、洗浄剤＋２．５％伸び結晶性ワックス）
　比較Ａの液体洗浄剤　９７．５重量％
　メコンホワイト　２．５重量％
　構造化有効剤液滴サイズおよび付着性の結果を以下の表３に示す。
【０１８０】
【表７】

【０１８１】
　表３からわかるように、ひまわり種子油の付着性は、広範囲のワックスに対して、また
液滴の平均直径が２００μｍより大きいことを示唆している米国特許第６，０６６，６０
８号、液滴が５００μｍより大きいことを示唆している米国特許第５，８５４，２９３号
、または液滴が５０から５００μｍであることを示唆している米国特許第５，６６１，１
８９号が疎水性有効剤の最良の付着性に対して示唆している平均液滴サイズよりはるかに
小さいサイズについて良好であった。
【０１８２】
　実施例１１～１９
　様々な量の構造化剤（例えば０．５％から１６．０％）を使用して有効剤を構造化でき
ること、また付着のレベルを構造化剤の量によって走査できることを示すために、出願人
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【０１８３】
　実施例１１（発明、洗浄剤＋０．５％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　９９．５重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　０．５重量％
　実施例１２（発明、洗浄剤＋１．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　９９．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　１．０重量％
　実施例１３（発明、洗浄剤＋２．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　９８．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　２．０重量％
　実施例１４（発明、洗浄剤＋４．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　９６．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　４．０重量％
　実施例１５（発明、洗浄剤＋６．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　９４．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　６．０重量％
　実施例１６（発明、洗浄剤＋８．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　９２．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　８．０重量％
　実施例１７（発明、洗浄剤＋１０．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　９０．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　１０．０重量％
　実施例１８（発明、洗浄剤＋１２．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　８８．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　１２．０重量％
　実施例１９（発明、洗浄剤＋１６．０％の微結晶性ワックス）
　比較例Ａの液体洗浄剤　８４．０重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　１６．０重量％
　それぞれの組成物に対する付着結果を以下に示す。
【０１８４】
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【表８】

【０１８５】
　表５からわかるように、少量または多量の構造化剤を使用できる。そのレベルの構造化
剤を使用して、付着量を制御することができる（例えば表５に見られるように、構造化剤
の量を増やすと、付着のレベルを高めることができる）。
【０１８６】
　ワックス含有量は、全組成物に対する比率として測定される。すなわち、例えば、実施
例１２は、１％の微結晶性ワックスと２０％のひまわり種子油を予備混合物で混合し、次
いで、溶融状態にあるときに（比較Ａの）組成物の残りと混合する。
【０１８７】
　実施例２０および２１、比較Ｅ
　さらなる付着補助剤（すなわちカチオン重合体）を使用してもしなくても付着が生じる
ことを示すために、出願人は以下の例を作製した。
【０１８８】
　実施例２０（発明、洗浄剤＋５．０％の微結晶性ワックス＋１．０％の重合体）
　比較Ａの液体洗浄剤　９４重量％
　ウルトラフレックスアンバーワックス　５重量％
　ジャガー重合体　１重量％
　実施例２１（発明、洗浄剤＋５．０％の微結晶性ワックス＋１．０％の重合体）
　比較Ａの液体洗浄剤　９４重量％
　ビクトリアンバーワックス　５重量％
　ジャガー重合体　１重量％
　比較Ｅ（洗浄剤＋１．０％のポリマー）
　比較Ａの液体洗浄剤　９９重量％
　ジャガー重合体　１重量％
　付着の結果を以下の表６に示す。
【０１８９】



(33) JP 4810070 B2 2011.11.9

10

20

30

【表９】

【０１９０】
　表６の結果からわかるように、カチオン重合体付着補助剤を使用しなくても付着が生じ
る。
【図面の簡単な説明】
【０１９１】
【図１】本発明のワックス（ウルトラフレックスアンバーまたはビクトリアンバー）で構
造化されたひまわり種子油を含む構造化有効剤組成物の降伏応力プロットである。
【図２】本発明の構造化有効剤と非構造化有効剤の剪断粘減挙動を示すプロットである。
【図３ａ】長さ「Ａ」および幅「Ｂ」を有する本発明の典型的な結晶構造化剤の概略図で
ある。
【図３ｂ】長さ「Ａ」および幅「Ｂ」を有する本発明の典型的な結晶構造化剤の概略図で
ある。
【図４】構造化有効剤（例えば油）の内部に三次元ネットワークを形成する構造化剤結晶
（「板状」でありうる）の概略図である。
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